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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究は，延性材料を対象にして切欠き半径を制御したきわめて鋭い円周切欠き材の引張試

験を行い，局所のひずみ計測，破面解析，有限要素解析などの結果から，き裂と水素によって

誘起された局所化された塑性変形が構造部材の残存強度に及ぼす影響について検討したもの

であり，実用上重要なプレダメージ部材の強度設計の基盤を与えるものである．著者が示した

成果は，機械工学上寄与するところが大きい．よって本論文は博士（工学）に値するものと認

める． 


